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坂本さん
（留萌市労連）

厚谷さん
（夕張市職労）

小沼さん
（網走市労連）

杉原さん
（七飯町労連）

小田桐さん
（室蘭市職労）

三浦さん
（全道庁労連本部）

奥山さん
（砂川市職労）

南部谷さん
（苫小牧市職労）
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総
選
挙
で
１２
人
の
完
勝
め
ざ
す

２
月
２
日
、
道
本
部
は
自
治
労
会
館
で
第
１
０
９
回

中
央
委
員
会
を
開
き
３
３
５
人
（
う
ち
女
性
３２
人
９
・

６
％
）
が
参
加
し
た
。
昨
年
の
秋
期
闘
争
総
括
、
進
行

中
の
０９
当
初
予
算
闘
争
、
０９
春
闘
方
針
、
当
面
の
闘
争

方
針
な
ど
の
方
針
が
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
た
。

道
本
部
執
行
部
か
ら
昨
年

９
月
２２
日
以
降
の
活
動
経
過

報
告
、
本
部
に
お
け
る
地
公

三
単
産
統
合
の
議
論
経
過
、

会
計
報
告
。
春
闘
方
針
や
当

面
の
闘
争
方
針
な
ど
を
提
起

し
た
。経
過
に
は
８
人
、方
針

に
７
人
の
発
言
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
地
域
の
民
間
労
働

者
の
連
帯
・
交
流
を
強
め
、

労
働
者
総
体
の
と
り
く
み
に

す
る
と
し
た
「
春
闘
」
を
は

じ
め
、
年
内
に
必
ず
行
わ
れ

る
総
選
挙
で
、
組
織
内
２
人

（
７
区
・
仲
野
博
子
、
８
区

逢
坂
誠
二
）
を
含
む
、
道
内

１２
選
挙
区
す
べ
て
で
の
完
勝

を
勝
ち
取
る
闘
争
宣
言
。
ま

た
、
道
知
事
に
「
プ
ル
サ
ー

マ
ル
計
画
」
実
施
に
同
意
し

な
い
よ
う
に
求
め
る
決
議
が

採
択
さ
れ
た
。
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経
過
報
告
に
対
す
る
質
疑

財
政
の
悪
化
に
伴
う
財
政

再
建
団
体
へ
の
転
落
を
阻
止

す
る
た
め
「
賃
金
一
律
２０
％

削
減
」
な
ど
を
提
案
さ
れ

た
。
大
衆
団
交
を
２
回
実
施

し
、
不
満
の
残
る
内
容
で
あ

っ
た
が
具
体
的
予
算
措
置
を

確
認
し
、
大
綱
妥
結
を
し

た
。
全
道
の
仲
間
か
ら
の
檄

布
、
青
年
女
性
か
ら
の
檄
文

に
対
し
感
謝
す
る
。

行
政
執
行
体
制
の
維
持
が

危
機
的
状
況
と
判
断
。
中
央

本
部
・
民
主
党
道
議
団
・
自

治
労
協
力
国
会
議
員
団
に
対

し
状
況
説
明
、
総
務
省
対
策

を
要
請
し
た
。
厳
し
い
対
応

変
わ
ら
ず
、
見
せ
し
め
観
強

い
。
組
合
員
に
も
失
望
感
が

あ
る
。
職
員
採
用
に
つ
い
て

市
町
村
課
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
あ

っ
た
が
進
ま
な
い
。
新
年
度

再
生
計
画
策
定
開
始
に
あ
た

り
、
国
・
道
が
ど
う
い
う
指

導
を
し
て
く
る
か
、
夕
張
の

役
割
と
し
て
全
体
化
し
た

い
。
退
職
意
向
の
職
員
い
ま

だ
潜
在
。
不
安
な
く
仕
事
に

集
中
で
き
る
環
境
作
り
た

い
。
市
当
局
の
道
、
市
長
会

へ
の
職
員
派
遣
要
請
。
組

合
・
当
局
も
新
規
採
用
求
め

る
が
認
め
ら
れ
ず
、
苦
渋
の

要
請
に
つ
い
て
ご
理
解
を
。

昨
年
の
確
定
期
に
お
い

て
、２
０
１
０
年
水
道
受
付
・

徴
収
の
民
間
委
託
、
現
業
中

心
の
定
数
合
理
化
、
特
勤
手

当
一
部
廃
止
の
提
案
が
出
さ

れ
、
当
初
予
算
闘
争
で
継
続

し
交
渉
し
て
き
た
。
結
果

は
、
特
勤
提
案
撤
回
、
勤
務

時
間
を
０８
年
度
同
様
３８
時
間

４５
分
の
前
進
回
答
。
水
道
委

託
は
提
案
通
り
厳
し
い
結
果

に
終
わ
っ
た
。
今
後
も
丁
寧

な
職
場
実
態
討
論
で
闘
い
を

構
築
す
る
。

給
食
セ
ン
タ
ー
委
託
に
伴

い
、組
合
を
立
ち
上
げ
た
。昨

年
加
盟
し
た
安
全
相
互
労
組

の
会
社
が
倒
産
し
た
情
報
が

あ
る
、
状
況
と
道
本
部
の
対

応
を
聞
き
た
い
。
組
織
現
況

で
、
環
境
施
設
ユ
ニ
オ
ン
組

合
員
の
カ
ウ
ン
ト
の
し
か
た

に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
。

５
年
前
の
提
案
で
５
年
間

総
額
２０
億
円
の
人
件
費
削
減

な
ど
を
受
け
入
れ
て
き
た
。

今
年
度
で
の
提
案
期
間
終

了
。
一
時
金
削
減
で
そ
の
額

相
当
分
の
基
本
給
削
減
な
ど

を
新
た
に
提
案
さ
れ
た
。
ま

た
大
量
退
職
時
代
を
迎
え
、

採
用
枠
の
拡
大
を
今
後
の
重

要
課
題
と
し
て
協
議
し
て
い

く
、
独
自
削
減
は
復
元
の
め

ど
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
行
き

た
い
。

０９
当
初
予
算
闘
争
・
機
構

改
革
の
た
た
か
い
は
、
独
自

削
減
幅
の
圧
縮
や
勤
務
時
間

の
短
縮
、
福
利
厚
生
の
予
算

確
保
、
機
構
改
革
、
試
験
研

究
機
関
の
独
法
化
な
ど
、
地

公
三
者
課
題
を
含
ん
だ
賃
金

確
定
闘
争
の
継
続
課
題
で
闘

争
を
展
開
。
勤
務
時
間
短
縮

は
条
例
改
正
の
回
答
を
引
き

出
し
た
。
継
続
の
課
題
は
春

闘
と
結
合
し
進
め
る
。
道
庁

に
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
の

賃
金
引
上
げ
、
関
連
す
る
職

場
の
労
働
者
の
組
織
化
も
方

針
化
し
取
り
組
む
。

越
智
女
性
部
長
が
職
場
復

帰
す
る
。
こ
の
３
年
間
、
道

本
部
・
各
単
組
の
協
力
に
感

謝
。
地
本
和
田
委
員
長
の
全

国
市
町
村
共
済
理
事
に
立
候

補
す
る
こ
と
に
対
し
て
も
ご

承
認
い
た
だ
き
た
い
。

昨
年
、
独
自
削
減
５
・
６

％
、
５
年
間
の
提
案
が
出
さ

れ
た
。
交
渉
で
組
合
員
ベ
ー

ス
３
・
８
％
、
管
理
職
５
・

０
％
、
期
間
２
年
間
、
以
降

前
年
を
上
回
ら
な
い
範
囲
で

再
協
議
を
合
意
。
し
か
し
、

１
月
１４
日
新
聞
報
道
先
行
で

削
減
率
見
直
し
提
案
内
容
が

出
た
。
抗
議
交
渉
を
行
い
全

面
謝
罪
が
あ
っ
た
が
姿
勢
は

変
わ
っ
て
い
な
い
。
今
後
た

た
か
い
を
進
め
て
い
く
。

※
「
私
の
視
点
」は
休
み
ま
す
。

男女平等課題や、独自削減をはねかえす取り組み報告、「現業職への攻撃
が次は一般職への攻撃に」など危機感を持つ発言などが出された

「
怒
る
と
い
う
よ
り
、
笑
っ
ち
ゃ
う

く
ら
い
あ
き
れ
て
る
」
の
は
国
民
の
方

だ
。「
信
頼
が
な
け
れ
ば
選
挙
は
戦
え
な

い
」
？
中
川
財
務
相
の
じ
た
ば
た
辞
任

劇
に
も
あ
き
れ
た
。
も
は
や
劣
化
し
た

政
治
を
立
て
直
す
た
め
に
も
早
期
解
散

総
選
挙
で
国
民
に
信
を
問
う
べ
き
だ
！

道
本
部
に
１
本
の
電
話
「
田
中
さ
ん

の
私
の
視
点
を
読
ん
で
、
ガ
ザ
に
支
援

し
た
い
と
思
っ
た
」
嬉
し
い
電
話
だ
。

パ
レ
ス
チ
ナ
子
ど
も
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

Ｈ
Ｐ
を
伝
え
、
田
中
さ
ん
か
ら
も
電
話

を
入
れ
て
も
ら
っ
た
。
国
際
連
帯
カ
ン

パ
の
一
部
は
そ
こ
に
カ
ン
パ
す
る
。

連
合
は
８
年
ぶ
り
の
ベ
ア
獲
得
を
方

針
に
明
記
し
た
。
企
業
の
社
会
的
責
任

を
果
た
さ
せ
る
こ
と
が
今
春
闘
最
大
の

課
題
で
あ
る
。

自
治
労
は
、
連
合
の
方
針
を
踏
ま

え
、
春
闘
の
重
点
課
題
と
し
て
、
同
一

価
値
労
働
、
同
一
賃
金
の
実
現
、
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
、
公
共
サ

ー
ビ
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
３
つ
の
課
題

を
柱
に
た
た
か
い
を
進
め
る
。

連
合
北
海
道
の
「
さ
っ
ぽ
ろ
駆
け
込

み
寺
」は
重
大
な
取
り
組
み
で
あ
る
。道

本
部
と
し
て
も
協
力
し
て
い
き
た
い
。

公
務
員
制
度
改
革
・
労
働
基
本
権
問

題
は
連
合
・
公
務
労
協
に
結
集
し
、
単

組
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
組
織
強

化
・
拡
大
の
取
り
組
み
を
す
す
め
る
。

夕
張
財
政
再
建
に
つ
い
て
は
、
本

部
・
協
力
国
会
議
員
と
と
も
に
今
後
も

協
力
を
強
め
る
。
４
月
に
延
期
に
な
っ

た
全
国
自
治
研
集
会
の
成
功
と
、
総
選

挙
で
の
１２
人
の
完
勝
を
勝
ち
取
る
奮
闘

を
重
ね
て
お
願
い
す
る
。

委員長あいさつ

三浦 正道

朔 風

【
道
本
部
答
弁
】

■
山
上
書
記
長

厳
し
い
情
勢
下
で
の
た
た

か
い
の
報
告
・
成
果
を
次
に

つ
な
げ
て
い
く
。

ま
た
、
地
方
財
政
確
立
に

む
け
、
政
治
の
場
面
で
も
た

た
か
い
を
つ
く
っ
て
行
く
。

夕
張
の
報
告
は
、
つ
ら
い
中

で
も
労
働
組
合
に
結
集
し
て

い
る
こ
と
に
敬
意
を
表
し
、

闘
い
を
全
体
化
し
支
え
る
取

り
組
み
を
進
め
た
い
。
七
飯

町
労
連
の
組
織
化
の
取
り
組

み
に
学
び
た
い
。

厳
し
い
中
で
、
女
性
部
長

を
担
っ
た
越
智
さ
ん
に
感
謝

し
、
女
性
部
・
道
本
部
運
動

を
引
き
継
ぎ
発
展
さ
せ
て
い

く
。

■
松
岡
執
行
委
員

安
相
互
労
組
は
１０
月
全
員

解
雇
言
い
渡
さ
れ
、
会
社
も

１２
月
に
破
産
宣
告
。
組
合
と

連
携
を
と
り
、
会
社
・
破
産

管
財
人
と
話
し
合
い
を
行
い

未
払
い
賃
金
に
つ
い
て
道
本

部
生
活
支
援
等
基
金
を
発

動
。
組
合
は
１
月
３０
日
解
散

を
決
定
し
た
。
環
境
施
設
ユ

ニ
オ
ン
は
、
各
組
合
か
ら
運

動
体
と
し
て
加
入
の
た
め
カ

ウ
ン
ト
し
て
い
な
い
。

予 告JICHIRO スケジュール
２００９年２月

２１日�土 全道病院集会（札幌市）

２３日�月 地公三単産書記長・事務局長会議（札幌市）

２４日�火 ストライキ批准投票集約日

道本部第９回執行委員会（札幌市）

２５日�水 要求書一斉提出日

第２回組織強化委員会（札幌市）

２７日�金 第３０回全国町村職総決起集会（東京）

２８日�土 道本部学校・保育学習会、社会福祉コース、介護集会

全
国
情
報
宣
伝
セ
ミ
ナ
ー

５
月
１５
日
�金
～
１６
日
�土

香
川
県
・
高
松
市
で
開
催
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病病気気・・ケケガガののとときき日日帰帰りり入入院院 給給付付対対象象かからら
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０９
春
闘
方
針
�
統
一
闘
争
の
意
義
確
認

決
め
た
こ
と
み
ん
な
で
実
践
！

方
針
に
対
す
る
質
問

確
定
闘
争
の
総
括
で
、
仲

間
の
声
を
独
自
要
求
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
実
態

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
春
闘

期
に
「
職
場
レ
ポ
ー
ト
」
を

用
い
て
「
一
人
一
要
求
」
を

確
立
し
て
い
く
。
７
月
の
夏

期
交
流
集
会
で
、
仲
間
の
声

を
確
定
期
の
要
求
に
つ
な
げ

た
い
。
反
戦
平
和
闘
争
を
基

本
組
織
と
一
体
と
な
り
「
ピ

ー
ス
カ
ン
パ
」
に
取
り
組

む
。
今
後
、
道
本
部
運
動
を

担
う
青
年
部
の
活
性
化
が
総

体
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
。

よ
り
一
層
の
支
援
を
お
願
い

す
る
。

臨
時
・
非
常
勤
職
員
が
仲

間
に
な
っ
て
い
る
か
。
臨
時

職
員
に
「
正
職
員
の
人
は
、

仕
事
を
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

そ
れ
が
臨
時
職
員
の
職
場
を

残
す
こ
と
に
な
る
」
と
の
意

見
。
職
場
を
残
す
た
た
か
い

が
必
要
。
今
後
も
臨
時
職
員

は
増
加
す
る
。
春
闘
を
通
じ

臨
時
職
員
と
正
職
員
の
意
見

交
換
の
場
を
つ
く
る
こ
と
が

必
要
。
つ
な
が
る
努
力
を
。

現
業
賃
金
に
つ
い
て
国
、

道
は
、
取
り
組
み
指
針
や
賃

金
セ
ン
サ
ス
の
比
較
・
公
表

な
ど
、
各
自
治
体
に
、
締
め

付
け
を
強
化
し
て
い
る
。
今

後
、
行
�
導
入
や
職
場
合
理

化
攻
撃
が
強
化
さ
れ
る
。
現

業
の
次
は
一
般
職
に
攻
撃
が

く
る
。
先
頭
に
立
っ
て
頑
張

る
決
意
。
現
評
事
務
局
長
の

選
出
時
期
が
遅
れ
た
が
精
一

杯
運
動
を
前
進
さ
せ
て
い

く
。
今
後
皆
さ
ん
の
支
援
を

願
い
た
い
。

室
蘭
地
方
も
自
動
車
・
鉄

鋼
不
況
で
、
第
一
金
属
の
解

雇
問
題
な
ど
、
当
面
６
０
０

人
の
雇
用
問
題
が
発
生
す
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。失
業
・
雇

用
問
題
に
対
し
制
度
政
策
闘

争
と
し
て
、連
合
・
自
治
労
の

方
針
で
あ
る
「
安
心
と
信
頼

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
確

立
」の
た
め
の
具
体
的
方
針

の
見
解
を
示
し
て
ほ
し
い
。

現
業
全
廃
提
案
に
つ
い

て
、
議
案
に
経
過
が
記
載
さ

れ
て
い
る
。そ
の
後
、議
会
な

ど
で
、
事
務
職
や
技
術
職
へ

職
名
変
更
し
２
０
１
３
年
以

降
も
そ
の
業
務
を
継
続
検
討

す
る
と
答
弁
。
現
業
が
担
っ

て
き
た
仕
事
を
確
立
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今

後
、
当
局
と
本
格
的
交
渉
に

な
る
。
組
合
員
と
も
議
論
を

深
め
、
道
本
部
や
他
単
組
と

連
携
を
取
り
、
行
�
表
導
入

さ
せ
な
い
。
現
業
職
の
仕
事

を
残
し
て
い
く
こ
と
を
主
眼

に
当
局
と
対
峙
し
て
い
く
。

女
性
交
流
集
会
・
政
治
集

会
で
男
女
平
等
課
題
は
女
性

部
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

基
本
組
合
と
し
て
主
体
的
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。
オ
キ

ナ
ワ
平
和
の
旅
、
戦
争
の
悲

惨
な
実
態
を
次
世
代
に
伝
え

る
必
要
性
。
政
権
奪
取
で
信

頼
社
会
を
構
築
。
男
女
平
等

参
画
の
重
要
性
を
再
確
認
。

女
性
が
働
き
や
す
い
社
会
に

す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
か
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

な
ど
多
く
の
感
想
が
出
さ
れ

た
。
女
性
が
結
集
す
る
機
会

保
障
に
向
け
、
女
性
組
織
強

化
の
運
動
に
ご
支
援
を
。

道
本
部
の
機
関
会
議
で
、

み
ん
な
で
や
ろ
う
と
決
め
た

こ
と
が
実
践
さ
れ
て
い
な

い
。
私
の
単
組
も
、
道
本
部

提
起
す
べ
て
実
践
で
き
て
は

い
な
い
が
、
単
組
で
組
合
員

に
お
ろ
し
て
議
論
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
が

大
事
。
執
行
部
だ
け
の
運
動

で
組
合
員
に
見
え
な
い
こ
と

が
組
合
離
れ
に
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
か
。
当
局
は
管
内

で
連
携
し
、
私
た
ち
を
取
り

崩
そ
う
と
し
て
い
る
。
統
一

闘
争
・
到
達
闘
争
の
重
要
性

を
認
識
し
０９
春
闘
方
針
を
み

ん
な
で
や
る
と
決
め
た
以

上
、
議
論
し
、
時
間
内
集
会

を
配
置
で
き
な
く
て
も
、時

間
外
、教
宣
の
発
行
な
ど
運

動
を
前
進
し
、組
織
強
化
を

図
る
べ
き
。十
勝
地
本
か
ら

執
行
委
員
が
立
候
補
す
る
、

ご
信
任
を
い
た
だ
き
た
い
。

自治労共済か
らお知らせ ２００９年７月発効から団体生命共済が変わります

●不慮の事故による入院の場合、１回の入院につき、初日から１８０日分

を限度としてお支払いします。なお、不慮の事故による通院の取り扱

いは次の通りとします。

�傷害入院共済金が支払われる入院を伴う通院

�１事故につき５日以上の継続入院がある場合…傷害入院の入院前

通院および退院後１８０日以内の通院に対して１日目から６０日分を

限度にお支払いします。

�１事故につき入院が５日未満の場合…傷害入院の入院前通院およ

び退院後１８０日以内の通院に対して１日目から３０日分を限度にお

支払いします。

�入院を伴わない通院

従来通り、事故日から１８０日以内の期間中の５日以上の通院に対

し、初日から３０日分を限度としてお支払いします。

自
治労共済は、２００９年２月５日の「第９８回臨時総代会」で、団体生

命共済の制度改定を２００９年７月発効から契約更改期ごとに実施す

ることを決定しました。２００２年の制度改定（生協事業化）から７年ぶり

の改定です。２００７年１０月９日の県支部長会議での「制度改定・組織討議

案」の提起以来、各県支部・単組で議論を重ね、これまで以上に組合員

の皆さまのニーズに応える制度を追求しました。より多くの皆さんの加

入で、全国の仲間同士の「助け合い」の輪をさらに広げましょう。

障障害害入入院院共共済済金金もも１１日日以以上上１１日日目目かかららおお支支払払いいししまますす「団体生命共済」制度改定のポイント

しっかりとスムーズに議事を進めた議長団＝写真左から旭川市
職労・森川さん、全道庁労連檜山総支部・上杉さん

●病気による入院の場合、１回の入院につき、初日から１８０日分を限度

としてお支払いします。

※成人病入院共済金は従来通

り連続した５日以上の入院

について５日目から３６０日

分を限度にお支払いしま

す。

※病気による退院後通院共済

金は、従来通り連続した５

日以上の入院を伴う場合に

お支払いします。

病気入院共済金は１日以上１日目からお支払いします
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【
道
本
部
答
弁
】

木
村
副
委
員
長

青
年
部
・
女
性
部
か
ら
の

組
織
強
化
に
関
わ
る
発
言
は

議
案
の
補
強
だ
っ
た
と
認
識

す
る
。
今
後
の
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
提
起
し

て
い
る
が
基
本
組
織
の
関
わ

り
も
強
く
要
請
す
る
。

男
女
平
等
産
別
統
一
闘
争

は
通
年
闘
争
と
し
て
位
置
付

け
て
い
る
。
春
闘
期
に
要
求

書
を
提
出
し
て
、
組
織
強
化

も
は
か
る
。
要
求
書
の
作
成

や
交
渉
へ
の
参
加
な
ど
、
連

携
し
た
取
り
組
み
を
願
う
。

非
正
規
・
臨
時
非
常
勤
等

職
員
の
仲
間
の
発
言
が
あ
っ

た
。
大
事
な
こ
と
は
、
公
務

員
の
組
合
だ
か
ら
と
見
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
克
服
す
る
こ

と
に
つ
き
る
。
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
や
課
題
は
あ
る
が
、
ま

ず
実
態
を
知
る
こ
と
を
実
践

し
て
い
き
た
い
。非
正
規
・
臨

時
非
常
勤
の
仲
間
が
、
私
た

ち
に
対
し
て
も
の
が
言
い
づ

ら
い
状
況
も
受
け
止
め
、
こ

ち
ら
か
ら
聞
く
こ
と
を
実
践

し
、
先
進
単
組
に
学
び
な
が

ら
、
一
歩
踏
み
込
ん
だ
取
り

組
み
を
し
て
い
こ
う
。

雇
用
問
題
、
具
体
的
な
方

針
が
見
え
な
い
と
の
指
摘
だ

が
、
年
末
に
野
党
で
提
案
す

る
も
否
定
さ
れ
た
経
過
が
あ

る
。
労
働
者
の
立
場
で
、
情

報
提
供
し
な
が
ら
し
っ
か
り

取
り
組
ん
で
い
く
。

賃
金
合
理
化
、
現
業
全
廃

の
流
れ
が
つ
く
ら
れ
、
総
務

省
か
ら
自
治
体
へ
強
要
さ
れ

て
い
る
。
ど
う
反
撃
を
す
る

か
。
次
は
非
現
業
へ
の
攻
撃

に
な
っ
て
く
る
の
は
明
白
。

現
業
だ
け
の
問
題
で
は
な

い
。
組
織
全
体
の
課
題
と
し

て
取
り
組
む
。
マ
ス
コ
ミ
や

議
会
が
先
行
し
て
既
成
事
実

化
さ
れ
て
き
て
い
る
。
た
が

を
は
め
る
意
味
で
も
今
、
提

案
が
な
い
単
組
で
も
当
局
へ

の
警
告
が
必
要
。
各
単
組
で

配
慮
を
お
願
い
す
る
。

も
う
一
度
運
動
の
原
点
に

た
ち
返
り
、
前
に
出
ら
れ
る

組
織
運
動
、
心
が
け
が
必
要

で
あ
る
。
要
求
書
の
提
出
が

で
き
て
い
な
い
、
文
書
回
答

を
受
け
て
い
な
い
、
交
渉
が

で
き
て
い
な
い
単
組
が
あ

る
。
今
後
の
公
務
員
制
度
改

革
・
労
働
基
本
権
問
題
に
関

し
て
、
対
自
治
体
労
使
交
渉

を
考
え
る
と
、
今
か
ら
力
量

を
高
め
る
運
動
の
必
要
性
を

全
体
で
確
認
し
、
意
識
し
て

進
め
て
い
き
た
い
。

●�心臓ペースメーカーの装着、�人工透析療法の開始、�人工肛門造

設に、「傷病障害共済金」として５０万円をお支払いします。

●上記に加え、�肝硬変、�慢性膵炎と初めて診断されたとき、「疾病診

断共済金」として５０万円をお支払いします。

●上記特約における保障を続柄および年齢にかかわらず、医療保障に一

律５０万円を付帯します。

傷傷病病諸諸費費用用特特約約をを新新設設
従従来来のの「「疾疾病病障障害害見見舞舞共共済済金金」」のの保保障障内内容容にに加加ええ、、肝肝硬硬変変・・
慢慢性性膵膵炎炎にに「「疾疾病病診診断断共共済済金金」」ををおお支支払払いいししまますす

詳しくは、自治労共済特集号でお知らせします。 答弁する木村副委員長＝２月２日、自治労会館

２月
１日号

公
務
員
制
度
改
革
に
つ
い

て
の
、
自
治
労
北
海
道
２
月

１
日
付
け
機
関
紙
の
表
現
に

不
適
切
な
内
容
（
誤
り
）
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
次
の
通

り
訂
正
し
ま
す
。

〈
自
治
労
北
海
道
２
月
１
日

付
け
機
関
紙
１
面
・
第
１
回

労
働
基
本
権
問
題
対
策
委
員

会
の
記
事
〉

「
労
働
協
約
締
結
権
に
は
過

半
数
の
組
織
化
」

現
在
、
検
討
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
早
め
ら
れ
て
お
り
、
意

見
反
映
の
作
業
を
急
が
ね
ば

な
ら
な
い
。
労
働
協
約
を
締

結
す
る
に
あ
た
っ
て
の
労
組

法
に
定
め
る
労
働
者
側
は
、

構
成
人
員
の
過
半
数
が
組
織

さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
労
働
組
合
と
し
て
臨

時
・
非
常
勤
等
職
員
の
組
織

拡
大
も
ふ
ま
え
た
総
体
的
な

組
織
強
化
が
必
要
と
な
っ
て

く
る
。
今
後
も
検
討
委
員
会

を
開
催
し
、
し
っ
か
り
と
議

論
し
て
本
部
へ
の
意
見
反
映

を
行
っ
て
い
く
。

【
訂
正
内
容
】

「
労
働
協
約
締
結
権
付
与
に

向
け
意
見
反
映
」

現
在
、
検
討
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
早
め
ら
れ
て
お
り
、
意

見
反
映
の
作
業
を
急
が
ね
ば

な
ら
な
い
。
労
働
協
約
締
結

権
を
付
与
す
る
に
あ
た
り
、

民
間
に
は
な
い
過
半
数
条
項

を
適
用
す
る
動
き
も
あ
る
た

め
、
労
働
組
合
と
し
て
臨

時
・
非
常
勤
等
職
員
の
組
織

拡
大
も
ふ
ま
え
た
総
体
的
な

組
織
強
化
が
必
要
と
な
っ
て

く
る
。
今
後
も
検
討
委
員
会

を
開
催
し
、
し
っ
か
り
と
議

論
し
て
本
部
へ
の
意
見
反
映

を
行
っ
て
い
く
。

【
解

説
】

労
働
協
約
と
は
、「
労
働
組

合
と
使
用
者
、
ま
た
は
そ
の

団
体
と
の
間
の
労
働
条
件
そ

の
他
に
関
す
る
協
定
で
、
書

面
に
作
成
し
、
両
当
事
者
が

署
名
又
は
記
名
捺
印
を
し
た

も
の
」
で
あ
る
。
同
様
に
労

使
協
定
と
労
働
協
約
で
は
、

�
労
使
協
定
は
、
当
該
事
業

場
の
「
過
半
数
組
合
」
し
か

締
結
す
る
権
限
が
な
い
。
こ

れ
に
対
し
、
労
働
協
約
は
お

よ
そ
「
労
働
組
合
」
で
あ
り

さ
え
す
れ
ば
締
結
で
き
る
�

労
使
協
定
は「
過
半
数
代
表

者
」で
も
締
結
可
能
。労
働
協

約
は
あ
く
ま
で「
労
働
組
合
」

が
締
結
主
体
�
労
使
協
定
に

は
、
締
結
当
事
者
間
に
民
事

上
の
権
利
・
義
務
を
発
生
さ

せ
る
効
力
は
な
い
が
、
労
働

協
約
に
は
民
事
上
の
権
利
・

義
務
を
発
生
さ
せ
る
効
力
が

あ
る
等
の
違
い
が
あ
る
。

ま
た
、
労
使
関
係
制
度
検

討
委
員
会
の
議
論
で
は
、
消

防
職
員
等
の
団
結
権
と
、
公

務
員
の
争
議
権
を
認
め
な
い

こ
と
を
前
提
と
し
、
人
勧
制

度
の
廃
止
と
協
約
締
結
権
の

付
与
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
方
策
は
現
行
の
地
公

法
や
地
公
労
法
を
改
正
し
て

対
応
す
る
の
と
同
時
に
、
民

間
に
は
な
い
「
過
半
数
条

項
」
を
取
り
入
れ
る
こ
と
も

検
討
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
自
治
労
は
「
民

間
と
同
様
」
の
法
適
用
を
求

め
る
と
し
つ
つ
も
、
過
半
数

条
項
が
適
用
さ
れ
た
と
し
た

場
合
に
対
応
可
能
と
な
る
よ

う
、
組
織
的
な
準
備
が
必
要

で
あ
る
と
い
う
考
え
方
に
立

っ
て
い
る
。

訂
正
と
解
説

みんなでガンバロー＝２月２日、自治労会館

新
執
行
委
員

新
役
員
が
選
出
さ
れ
た
。

道本部ホームページ
０９年国民春闘アンケート2009

地本の
イチオシ

組合員からのコメントに対する
道本部の考え方を掲載中�

「単組・組合員専用」の［資料］
をクリックご協力いただいた地方本部・単組の皆さま、ありがとうございました。

来
賓
あ
い
さ
つ

歴
史
の
大
き
な
転
換
点
、

連
合
の
果
た
す
役
割
は
大
き

い
。
地
域
医
療
確
立
の
取
り

組
み
今
後
も
進
め
る
。
雇
用

創
出
は
道
に
対
し
て
要
請
し

て
い
る
。春
季
生
活
闘
争
で

企
業
経
営
を
根
底
か
ら
見
直

す
。
公
契
約
条
例
制
定
は
、

自
治
体
で
の
意
見
書
採
択
の

ご
協
力
を
お
願
い
す
る
。

雇
用
問
題
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
の
整
備
が
急
務
。
ア

メ
リ
カ
資
本
主
義
の
流
れ
を

変
え
な
け
れ
ば
何
も
変
わ
ら

な
い
。
今
こ
そ
労
働
者
が
声

を
あ
げ
闘
う
時
。
ソ
マ
リ
ア

へ
の
自
衛
隊
派
遣
絶
対
に
許

し
て
は
な
ら
な
い
。
平
和
の

た
た
か
い
に
今
後
も
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
。

無
力
・
無
能
の
政
権
運
営

で
国
民
は
不
幸
の
ど
ん
底
。

国
民
の
審
判
を
受
け
て
い
な

い
今
の
麻
生
政
権
で
実
行
力

は
な
い
。
次
期
解
散
総
選
挙

で
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
な
た
た
か

い
が
必
要
。
釧
路
市
長
選
、

北
見
市
長
選
で
勝
利
。
７
大

都
市
す
べ
て
で
市
政
を
奪
還

し
、道
政
奪
還
に
つ
な
げ
る
。

日
本
経
済
の
悪
化
は
、
小

泉
構
造
改
革
か
ら
の
政
治
災

害
と
経
済
界
ト
ッ
プ
企
業
が

首
切
り
を
行
っ
た
こ
と
で
、

消
費
者
心
理
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
る
。
春
闘
で
生

活
と
仕
事
の
バ
ラ
ン
ス
、
残

業
や
有
給
未
消
化
な
ど
、
働

き
方
、
暮
ら
し
を
変
え
て
い

く
議
論
を
お
願
い
し
た
い
。

国
民
不
在
の
政
治
が
続
け

ら
れ
、
民
主
党
に
政
権
を
と

い
う
国
民
の
声
が
広
が
っ
て

い
る
。
道
内
市
長
選
の
勝

利
、
保
守
系
山
形
県
の
知
事

選
の
勝
利
で
、
民
主
党
と
し

て
前
哨
戦
を
し
っ
か
り
つ
く

っ
て
き
た
。
国
民
の
手
に
政

治
を
取
り
戻
す
た
め
し
っ
か

り
解
散
総
選
挙
を
頑
張
る
。

団
塊
世
代
の
大
量
退
職
者

の
労
金
取
引
継
続
、
退
職
金

の
結
集
に
成
果
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
た
。
労
金
運
動
へ

の
協
力
に
対
し
お
礼
申
し
上

げ
る
。
全
国
労
金
統
合
に
向

け
、
北
海
道
労
金
の
地
域

性
・
迅
速
性
を
持
ち
込
め
る

の
か
準
備
委
員
会
に
積
極
的

に
参
画
し
て
い
く
。

※
来
賓
と
し
て
、
組
織
内
議

員
で
あ
る
、
逢
坂
誠
二
衆
議

院
議
員（
北
海
道
８
区
候
補

予
定
者
）も
出
席
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
時
間
の
都
合
で

ご
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
く
こ

と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

お
わ
び
い
た
し
ま
す
。

一
番
人
気
は
石
狩「
田
楽
福
」

新
年
号
「
自
治
労
北
海

道
」『
２
０
０
９
各
地
本
の
イ

チ
オ
シ
・
お
い
し
い
も
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
』
に
、
２
３
３
人

か
ら
新
年
号
の
感
想
を
含
め

て
ご
応
募
を
頂
き
ま
し
た
。

【
問
題
・
道
本
部
プ
レ
ゼ
ン

ト
に
写
っ
て
い
る
書
記
長
の

フ
ル
ネ
ー
ム
は
？
】
の
答
え

は
、「
山
上

潔
」
書
記
長
。

今
年
の
１
番
人
気
は
「
石

狩
地
本
・
田
楽
福
」
で
、
４２

人
の
皆
さ
ま
か
ら
選
ば
れ
ま

し
た
。「
田
楽
福
」
は
、
新
篠

津
村
職
提
供
の
ほ
し
の
ゆ

め
、
な
な
つ
ぼ
し
合
わ
せ
て

１
俵
と
い
う
大
き
な
プ
レ
ゼ

ン
ト
で
す
。
２
番
は
、「
日
高

地
本
・
海
産
物
セ
ッ
ト
」
に

３３
人
。
３
番
は
「
道
本
部
・

じ
ゃ
が
豚
」
に
２６
人
で
し

た
。当

選

者

【
石
狩
・
田
楽
福
】
山
崎
千

穂
（
函
館
病
院
労
組
）【
後

志
・
フ
ル
ー
ツ
達
の
ジ
ュ
ー

ス
と
ジ
ャ
ム
の
詰
め
合
わ
せ

セ
ッ
ト
】
佐
藤
彰
真
（
滝
川

市
職
労
）【
上
川
・
オ
オ
カ
ミ

の
桃
】
疋
島
知
子
（
根
室
市

職
労
）【
留
萌
・
天
塩
の
し
じ

み
】
佐

藤

貴

子
（
全
・
渡

島
）、吉
田
洋
一
（
札
幌
市
職

連
）、萩
原
千
明
（
せ
た
な
町

職
）【
宗
谷
・
ふ
る
さ
と
味
自

慢
特
産
品
セ
ッ
ト
】
砂
金
和

英
（
北
広
島
市
職
労
）【
渡

島
・
海
の
幸
磯
自
慢
】
濱
川

龍
一
（
余
市
町
職
）【
檜
山
・

紅

乙

女
】
杉

本

麻

梨

琴

（
全
・
宗
谷
）、野
沢

利

昭

（
七
飯
町
労
連
）【
空
知
・
ヘ

ル
シ
ー
う
ま
い
も
の
便
】
船

戸
竜
一
（
上
士
幌
町
職
）【
胆

振
・
白
老
粋
品
】
千
葉
将
文

（
小
清
水
町
職
）【
日
高
・
海

産
物
セ
ッ
ト
】
青
木
淳
（
美

瑛
町
職
）【
網
走
・
バ
ラ
エ
テ

ィ
セ
ッ
ト
・
青
汁
】
津
幡
昌

則
（
全
・
檜
山
）、真
部
祐
子

（
中
標
津
町
職
）、谷
内
田
和

彦
（
音
更
町
職
）（
青
汁
）
伊

藤
正
登
志
（
全
・
日
高
）、佐

藤
ち
は
る
（
更
別
町
職
）【
十

勝
・
ダ
チ
ョ
ウ
肉
ジ
ャ
ー
キ

ー
、
カ
ル
パ
ス
セ
ッ
ト
】
大

山
裕
美
子
（
岩
見
沢
市
職
）

高
橋
俊
光
（
京
極
町
職
）【
釧

根
・
生
キ
ャ
ラ
メ
ル
】
小
川

祐
子
（
札
幌
市
労
）【
本
部
の

品
】
倉
嶋
真
司
（
滝
川
市
職

労
）、木

村

義

彰
（
全
・
札

幌
）【
道
本
部
・
じ
ゃ
が
豚
】

高
田
恵
美
子
（
札
幌
市
職

連
）
山
崎
明
裕
（
根
室
市
職

労
）
上
田
直
子
（
深
川
市
職

労
）
小
木
曽
秀
俊
（
池
田
町

職
）
大
西
み
ど
り
（
猿
払
村

職
）
千
葉
澄
子
（
白
老
町
職

労
）

（
以
上
、
敬
称
略
）

組
織
部
長

灰
野
由
希
子（
札
幌
市
労
）

���２００９年２月１１日、２１日合併号（昭和２８年１２月１２日
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女性部道
本
部
女
性
部
は
、
自
治
労
会
館
で
１
月
３１
日
、
第

２８
回
女
性
交
流
集
会
、
２
月
１
日
に
２
０
０
９
年
度
女

性
政
治
学
習
会
を
開
催
し
た
。
両
日
と
も
、
約
１
６
０

人
（
う
ち
男
性
３
人
）
の
組
合
員
が
参
加
し
た
。

体
も
気
持
ち
も
楽
に
生
き
る
に
は

毎
年
、女
性
交
流
集
会
は
、

職
種
や
雇
用
形
態
を
問
わ

ず
、
幅
広
い
年
齢
層
の
女
性

が
結
集
し
て
意
見
交
換
し
、

春
闘
期
の
課
題
を
共
有
す
る

場
と
し
て
開
催
し
て
い
る
。

講
演
は
、
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
ー
の
マ
ダ
ム
ケ
ロ

コ
さ
ん
が
「
働
く
女
性
と
介

護
」
を
テ
ー
マ
に
、
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
な
が
ら
自
身
の
介

護
体
験
を
話
し
た
。

身
体
も
気
持
ち
も
楽
に
生

き
る
た
め
に
「
人
の
せ
い
に

し
な
い
」「
マ
イ
ナ
ス
思
考
に

な
ら
な
い
」
と
い
う
ア
ド
バ

イ
ス
は
、
介
護
と
い
う
枠
に

と
ど
ま
ら
ず
、
生
き
方
に
つ

い
て
も
通
じ
る
も
の
で
、
多

く
の
参
加
者
に
元
気
を
与
え

る
内
容
だ
っ
た
。

分
散
会
報
告
で
は
、
基
本

組
織
の
取
り
組
み
に
お
い
て

「
男
女
平
等
」
や
「
女
性
」

と
名
が
付
け
ば
「
機
械
的
に

女
性
部
に
回
さ
れ
る
」
こ
と

が
多
く
、
男
女
平
等
課
題
に

つ
い
て
は
女
性
部
だ
け
の
問

題
で
は
な
く
基
本
組
織
と
し

て
も
主
体
的
に
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
と
い
う
報
告
。
人
員

削
減
や
合
理
化
が
進
み
、
労

働
強
化
が
進
む
職
場
実
態
の

報
告
、
オ
キ
ナ
ワ
平
和
の
旅

の
報
告
を
受
け
、
戦
争
の
実

態
は
目
を
そ
む
け
た
く
な
る

よ
う
な
悲
惨
さ
で
あ
る
。
自

分
た
ち
が
そ
の
事
実
を
し
っ

か
り
と
次
の
世
代
に
伝
え
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
報
告
な
ど
が
あ
っ
た
。

政
治
学
習
会
は
、
峰
崎
直

樹
参
議
院
議
員
、
植
本
真
砂

子
中
央
本
部
副
委
員
長
を
招

き
講
演
を
受
け
た
。

峰
崎
参
議
は
、
サ
ブ
プ
ラ

イ
ム
ロ
ー
ン
に
始
ま
る
マ
ネ

ー
ゲ
ー
ム
に
よ
り
世
界
が
カ

ジ
ノ
化
し
、そ
の
結
果
、世
界

同
時
不
況
か
ら
世
界
恐
慌
へ

と
拡
大
し
つ
つ
あ
る
。今
後
、

日
本
は
ど
う
な
る
の
か
、こ

れ
ま
で
歴
史
の
分
岐
点
で
、

国
民
の
声
に
耳
を
傾
け
ず
選

択
を
誤
っ
て
き
た
自
民
党
政

権
か
ら
政
権
を
奪
取
し
、信

頼
社
会
を
構
築
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
話
し
た
。

植
本
副
委
員
長
は
、
自
身

が
組
合
役
員
を
担
う
こ
と
に

な
っ
た
経
緯
を
話
し
、
誰
の

た
め
に
何
の
た
め
に
組
合
運

動
を
す
る
の
か
。
ま
た
男
女

平
等
参
画
を
め
ぐ
る
国
際
的

な
動
き
の
も
と
、
日
本
で
の

取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
説

明
。
今
あ
る
権
利
は
当
た
り

前
の
も
の
で
は
な
く
、
た
た

か
っ
て
勝
ち
取
っ
て
き
た

「
先
輩
か
ら
の
贈
り
物
」
で

あ
る
と
話
し
た
。

参
加
者
か
ら
、「
政
治
家
の

話
を
生
で
聞
き
政
治
闘
争
の

必
要
性
を
改
め
て
感
じ
た
」

「
男
女
平
等
参
画
の
重
要
性

を
再
確
認
し
、
女
性
が
働
き

や
す
い
社
会
に
す
る
た
め
に

は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
考
え

さ
せ
ら
れ
た
」
と
い
う
感
想

が
多
く
出
さ
れ
て
い
た
。

職職
場場
だだ
よよ
りり

ぬ
く
も
り
あ
る
社
会
と
り
戻
す

【
十
勝
地
方
本
部
発
】
０９
年

は
衆
議
院
議
員
選
挙
が
実
施

さ
れ
る
。
十
勝
地
本
で
は
政

治
学
習
会
を
開
催
し
政
権
交

代
に
向
け
何
が
必
要
で
何
が

で
き
る
か
検
証
す
る
た
め
１

月
３０
日
、
帯
広
労
働
者
会
館

で
政
治
学
習
会
を
開
い
た
。

連
合
北
海
道
・
村
田
事
務

局
長
を
講
師
に
迎
え
、
２０
単

組
・
総
支
部
か
ら
１
０
０
人

を
超
え
る
参
加
者
が
あ
っ

た
。
今
回
の
学
習
会
は
特
に

青
年
層
の
参
加
が
多
く
、
最

近
心
配
さ
れ
て
い
る
若
者
の

政
治
離
れ
は
十
勝
地
本
に
お

い
て
は
無
縁
に
感
じ
た
。

村
田
事
務
局
長
か
ら
は
、

連
合
結
成
２０
年
の
経
過
と
取

り
組
み
に
つ
い
て
の
説
明
が

あ
っ
た
。「
こ
の
２０
年
で
市
場

原
理
主
義
が
横
行
し
、
地
域

や
地
方
が
切
り
捨
て
ら
れ
、

先
の
小
泉
郵
政
選
挙
で
は
自

民
党
を
ぶ
っ
壊
す
前
に
日
本

が
壊
れ
て
し
ま
っ
た
」
と
の

説
明
が
あ
り
多
く
の
共
感
を

得
た
。

学
習
会
の
後
、
石
川
と
も

ひ
ろ
衆
議
院
議
員
か
ら
国
政

報
告
を
い
た
だ
き
、
総
選
挙

の
時
期
と
定
額
給
付
金
に
つ

い
て
詳
し
い
説
明
が
あ
っ

た
。

今
回
の
学
習
会
で
は
次
期

総
選
挙
の
意
義
と
民
主
党
を

基
軸
と
し
た
新
し
い
政
権
の

樹
立
こ
そ
が
「
社
会
の
歪
み

か
ら
ぬ
く
も
り
の
あ
る
社
会

を
取
り
戻
す
」
た
め
に
必
要

と
全
体
で
確
認
し
た
。（
副
委

員
長
・
奥
田

啓
司
）

交
流
集
会
・
政
治
学
習
会

今
あ
る
権
利
は「「「「「「「「「「「「「「「「
先先先先先先先先先先先先先先先先
輩輩輩輩輩輩輩輩輩輩輩輩輩輩輩輩
かかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららら
のののののののののののののののの
贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈
りりりりりりりりりりりりりりりり
物物物物物物物物物物物物物物物物
」」」」」」」」」」」」」」」」

ユーモアたっぷりのマダムケロコさんの話に参加者は笑
顔になっていく＝１月３１日、自治労会館

マダムケロコさん

政
治
闘
争
の
必
要
性
感
じ
た

峰崎参議

講師の連合北海道・村田事務局長

植本副委員長

国
家
の
た
め
の
教
育
許
さ
な
い

２
月
７
日
、
札
幌
市
内
で

連
合
北
海
道
な
ど
６
団
体
が

主
催
す
る
、
平
和
憲
法
を
守

り
教
育
を
創
る
全
道
集
会
が

開
か
れ
約
４
０
０
人
が
参
加

し
た
。

こ
の
集
会
は
、
改
悪
「
学

習
指
導
要
領
」
に
対
峙
し
、

憲
法
・
４７
教
育
基
本
法
・
子

ど
も
の
権
利
条
約
の
理
念
を

教
育
に
生
か
す
た
め
に
行
わ

れ
た
。

主
催
者
の
民
主
教
育
を
す

す
め
る
道
民
連
合
会
長
の
結

城
洋
一
郎
さ
ん
は
「
田
母
神

前
自
衛
隊
幕
僚
長
発
言
な
ど

に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
侵
略

国
家
を
美
化
し
集
団
的
自
衛

権
の
行
使
を
要
求
す
る
論
文

の
公
表
。
偏
狭
な
歴
史
観
を

披
瀝
し
、
言
論
の
自
由
を
主

張
す
る
な
ど
政
府
の
文
民
統

制
の
欠
如
が
明
ら
か
に
な
っ

た
」
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
、

「
私
た
ち
は
、
戦
争
前
夜
の

様
相
を
呈
す
る

危
機
的
な
状
況

で
、
悲
惨
な
侵

略
戦
争
を
二
度

と
繰
り
返
さ
な

い
た
め
、
平
和

憲
法
の
改
悪
を

許
さ
ず
、『
国
家

の
た
め

の

教

育
』
を
実
態
化

す
る
、
改
悪
教

育
基
本
法
を
撤

廃
す
る
取
り
組

み
を
す
す
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
話
し
た
。

そ
の
た
め
の
「
子
ど
も
・
保

護
者
・
地
域
住
民
・
民
主
的

な
諸
団
体
と
の
連
携
を
一
層

深
め
て
平
和
運
動
を
堅
持
す

る
運
動
を
構
築
し
よ
う
」
と

訴
え
た
。

そ
の
後
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
と

し
て
イ
ラ
ク
の
子
ど
も
達
へ

の
支
援
を
行
っ
て
い
るJIM

‐NET

・
大
嶋
愛
さ
ん
（
札

幌
市
出
身
）
の
、
歌
と
ピ
ア

ノ
演
奏
に
よ
る
「
空
に
こ
と

り
を
池
に
花
を
」
の
ミ
ニ
ラ

イ
ブ
で
、
参
加
者
に
白
血
病

や
ガ
ン
に
苦
し
む
子
ど
も
達

へ
の
支
援
を
呼
び
か
け
た
。

（JIM

‐NET

�
日

本

イ

ラ

ク
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

Ｈ
Ｐ

w
w

w
.jim

−net.net

）

講
演
で
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
斉
藤
貴
男
さ
ん
が
「
今

な
ぜ
『
愛
国
心
』
�
国
家
の

た
め
の
教
育
を
許
さ
な
い
」

を
テ
ー
マ
に
、
政
府
が
推
し

進
め
よ
う
と
す
る
憲
法
「
改

正
」
論
は
未
だ
水
面
下
で
動

い
て
い
る
こ
と
を
、
非
正
規

労
働
者
の
実
態
と
情
勢
を
述

べ
説
明
し
た
。

斉
藤
さ
ん
は
、
憲
法
の
理

念
を
空
洞
化
さ
せ
る
教
育
を

進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国

家
に
従
順
な
人
づ
く
り
、
戦

争
の
で
き
る
国
を
め
ざ
し
て

い
る
こ
と
や
、
格
差
社
会
が

戦
争
に
大
き
く
係
わ
っ
て
い

る
こ
と
を
強
調
し
た
。

１００人以上が参加した十勝地本政治学習会

連
日
、
衆
院
予
算
委
員
会
室
に
缶
詰
に

な
り
、
新
年
度
予
算
案
審
議
に
臨
ん
で
い

ま
す
。
定
額
給
付
金
、
道
路
特
財
一
般
財

源
化
、天
下
り
・
渡
り
、郵
政
問
題
な
ど
、

ど
の
課
題
も
政
府
側
が
答
弁
に
窮
し
、
麻

生
政
権
が
制
御
不
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

自
治
体
現
場
で
は
、
仲
間
の
皆
さ
ん
が

一
円
の
果
て
ま
で
無
駄
し
な
い
精
神
で
仕

事
に
励
ん
で
い
ま
す
。
一
方
、
国
の
予
算

は
、
国
民
生
活
と
か
け
離
れ
た
計
上
と
無

駄
が
多
く
、
省
庁
積
み
上
げ
予
算
の
あ
り

方
を
抜
本
的
に
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。麻

生
総
理
が
、
郵
政
分
割
民
営
化
に
反

対
だ
っ
た
と
答
弁
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
今

の
政
権
基
盤
を
否
定
す
る
、
と

ん
で
も
な
い
発
言
で
す
。
そ
れ

な
ら
ば
、
ご
自
身
の
思
い
を
明
確
に
述

べ
、
即
刻
、
衆
院
を
解
散
し
国
民
の
信
を

問
う
べ
き
で
す
。
こ
ん
な
不
見
識
な
リ
ー

ダ
に
導
か
れ
る
国
民
は
不
幸
以
外
の
な
に

も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

解
散
総
選
挙
で
信
を
問
う
べ
き

学校は平等を教える場所であってほしいと話す斉藤さん

道
本
部
の
専
従

も
間
も
な
く
３
年

が
経
ち
強
制
送
還

と
な
り
ま
す
。
こ

の
間
、
地
本
や
単

組
に
出
向
き
、
自

治
労
共
済
の
優
位

性
を
訴
え
加
入
を

勧
め
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
多
く
の
人
が
保
険
の
見

直
し
に
腰
が
重
い
よ
う
で

す
。
そ
う
言
う
自
分
も
立
場

が
違
え
ば
「
そ
う
は
言
っ
て

も
ね
ぇ
」
と
、
見
る
か
ら
に

重
い
腰
は
上
が
ら
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
…
。
幸
い
な
こ

と
に
、
私
は
す
で
に
団
体
生

命
も
長
期
共
済
も
加
入
し
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
で
補
償
は

充
分
と
分
か
り
民
間
保
険
を

一
つ
や
め
る
決
心
が
で
き
ま

し
た
。
た
だ
、
腹
立
た
し
い

の
が
自
動
車
保
険
で
す
。
１

台
は
共
済
に
加
入
し
て
い
ま

す
が
、
も
う
１
台
は
長
い
こ

と
加
入
し
て
い
て
掛
金
が
安

く
な
っ
て
い
た
の
で
共
済
に

切
換
え
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
う
し
た
ら
昨
年
、
い

き
な
り
掛
金
が
高
く
な
っ
た

の
で
す
！
１５
年
以
上
無
事
故

無
違
反
な
の
に
何
故
？
「
昨

年
こ
の
車
の
事
故
率
が
高
か

っ
た
か
ら
、
他
の
損
保
も
一

緒
だ
よ
」
と
の
説
明
で
す
。

「
何
！
自
治
労
の
自
動
車
共

済
は
車
種
も
年
齢
も
関
係
な

い
の
に
…
絶
対
今
年
は
切
換

え
る
！
」
と
硬
く
心
に
誓
い

ま
し
た
。
（
関

美
恵
子
）
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